









































いる O この地区は，松本，本郷，原，境の 4 集落からなる山本地区と，大
郷戸 1集落からなる大郷戸地区からなっている o 住民票による戸数と人口，







松本 70 278 
本郷 65 28 
原・境 13 482 
大郷戸 29 98 
計 27 140 
























表 2 と表 3 は，農林業センサス集落カードを使って，松本，本郷，およ
び原西と原東(両者で原) ，境，大郷戸の 5 集落の合計をとったものであ
るO 表 2 を見ると，地域の農業が1985 年(昭和 60) 頃から，工芸作物(こ
92 
表 2 山本・大郷戸地区の作物別販売 1位農家の推移
(農家数)
稲作 工芸作物 施設園芸 施設野菜 果樹類 その他作物 酪良 肉用牛 養豚
昭和45 (1970) 10 84 1 9 5 2 
50(197) 79 87 1 9 3 2 
5 (1980) 85 83 3 7 4 3 
60 (1 985) 91 64 2 1 3 l 2 
平成 2 (190) 96 39 4 2 1 9 3 4 
7 (1 95) 89 35 2 8 3 1 3 
12 (20) 74 29 2 3 17 2 1 3 




総良家数 専業 一種兼業 二種兼業 参考総戸数 専業 一種兼業 二種兼業
昭和45 (1 970) 214 28 120 6 24 13. 56.1 30.8 
50(1975) 204 39 76 89 19. 37. 43.6 
5(1980) 20 27 75 98 28 13.5 37.5 49.0 
60 (1 985) 193 18 61 14 9.3 31. 6 59.1 
平成 2 (1 90) 158 20 45 93 23 12.7 28.5 58.9 
7 (195) 153 20 38 95 13. 24.8 62.1 
12(0) 140 17 36 87 273 12. 25.7 62.1 




花井)に移ってきている多様化の傾向を見てとれる O また，表 3からは，




移であるO 全体に総農家数は減少を続けているが， 20 年段階で田野村は
専業農家の比率が全国平均よりも低く，二種兼業農家の比率が高い。これ
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35 (1960) 6057 千戸 34. 3.6 
40(1965) 
45 (1970) 5342 15.6 3.7 
50 (1975) 
5 (1980) 461 13.4 21. 5 
60 (1985) 
平 2 (190) 385 15.9 17.5 
7 (195)











総出家数 専業 一種兼業 二種兼業
2540 戸 59.7 20. 20.3 
259 60. 20.9 19.1 I 
2498 40. 32.9 26.8 I 
243 16.9 48. 34. 
29 11. 0 36.8 52. 
21 10.7 28. 60. 
2076 8.5 2.8 68. 
1941 8.2 15.7 76.1 
1796 8.9 14.0 7.1 





(昭和 35 年の専業農家比率，全国34. パーセント，田野村60. パーセント) 0 
すでに見たように，当時は葉たばこ耕作の時代だ、った。全国平均で，専業
農家と一種兼業農家が二種兼業農家に移行して，二種兼業農家が全農家の
半数を超えるのが昭和40 年代前半の 5 年間であったが，田野村では二種農
家が半数を超えるのは昭和50 年に入ってからであり， 40 年代後半の 5 年間
に専業農家が急激に一種兼業農家に移行していた(専業農家が 40. パーセ
ントから 16.9 パーセントに減少し，一種兼業農家が32.9 パーセントから
48. パーセントに急増している )0 45 年頃から，急激に農外就労の場が増
えたことを示している D 隣接の真岡市に工業団地が昭和38 年から43 年にか
けて造成されたが，大企業工場が誘致されて張り付くのが昭和43- 8 年頃








るものが多く，女子は昭和40 年と 42 年に益子町中心部に進出した東京リズ
ム時計の工場，旭光学工業ペンタックス工場に就職したものが多くいた。














(A) 農業生産面での地域活性化(昭和 50 年代)


















平 l 果樹植栽 (9 戸でスタート)
平 2 アクアグリーンハウス(蕎麦屋)
平 2 松本屋台会館建設平 2 祇図祭松本屋台復活
平 3 ひゃくしよう塾
平 5 太太神楽総高千穂と交流( 3 年ごと)




平 8 - 9 産廃処理場建設阻止運動(消防団、育成会のつながり)






















技術的に克服され， 1 年かけて昭和63 年に面積 5 町歩のダムが竣工した。
圃場整備にかかわる事後換地は，集落ごとに実施された。圃場整備のあと





























結果12 人の参加者が出 1 人30 万円の出資で，建物の移築改修と地元そば
粉使用の手打ち蕎麦屋の運営をスタートした。出資者の 4 人が衛生士の資
格を取り，土・日ごとに 12 人の奥さんたち 3 人ずつが交代でそば庖を運営
し，日当が支払われている O その後，働いているメンバーが高齢化し，責























平成 6年から 3 年間，ひゃくしよう塾のメンバーは松本むらづくり推進
協議会の協力を得て，大郷戸ダムの多目的広場を会場に秋の 1 日， I収穫
の喜びと感謝を体験し，自然の恵みや食文化の多様性を再発見する場を作
る」をテーマに，毎年，まみも収穫祭のイベントを開催した。収穫祭のチ






































は20 名くらいいたメンバーも今は 7 人に減り，後継者の確保が大きな課題
になっている O しかし，講の活動は活発で，平成 5年に宮崎県高千穂に神
楽を見学に行きそこで飛び込みで舞わせてもらって以来 3年ごとに高千








































































議論を重ね平成16 年 4 月に，出資者を募り農村レストランで利益を上げる
案に行き着いた。 1 口20 万円で出資者を募り，出資金の一部を使って施設
の改造をし，衛生管理の資格を取って営業の許可を取り，毎週 3 ，4 日出




























宮神社境内に復元し，地域にお披露目した。その後の 3 年に l度の公演に
備え，柱は解体して再度組み立てられるような刻みにし，収納の作業小屋
も建てた。その 3 年後の平成17 年10 月に組み立てと第 1 回目の公演を，県
内船生歌舞伎村一座を頼んで開催した。自治会の人たちの労力の無償奉仕
のほか，冊子を作り広告を入れて益子と真岡の商宿などから広告料を80 万





































4 道路の草刈・缶拾い(年 3 回) (自治会)























25 イチゴの共同選果・パッケージ JA はがの(益子 .t 岡，二の宮)
表 7 松本の村落共同体的な地域住民活動(昭和 30 年頃)
1 葬式の合力 01 
組(坪)単位 2 出産祝い・病気見舞い・結婚祝いの慶弔行事: O 
3 草屋根の茸き替え
4 納税組合の活動





10 道路の草刈 O 
1 公民館神社の掃除 O 
12 隣接部落で火事の際の炊き出し O 
山本、複数の自治会 13 祭行事(竜神様、八坂神社祭、不動様風祭、八幡神社祭) O 
14 盆踊り O 
山本・大郷戸全自治会 15 南部地区体育祭(運動会) O 















































ての月 2 回の輪投げ大会が行われている O



































































県神山町)の村落内での相互扶助慣行の例を紹介している(長谷川 1987 : 
80-2)0 ①手間換え(農業生産面のグループ単位での労働力交換) ，②手



























いま，表 6 と表 7 を比べて見ると，この半世紀の違いが良く見えてくる O

















































































































































































































2) r馬頭町史j，r益子町史第 6巻通史編.1. r茂木町史第 6巻通史編 2 j，吉田駒





4) 真岡市の製造業工場数，従業者数は，昭和40 年に134 事業所， 2，084 人だったもの
現代農村の地域活性化と地域住民活動 19 
が， 48 年には253 事業所， 9，623 人に， 60 年には290 事業所， 13 ， 791 人に増大している
(r 真岡市の工業j，r真岡市統計書.1)。
5 )この中に真岡出身の狩野派法橋，安達三楽斎の描いた 4 組が含まれていて，襖絵
12 組全体が益子町の文化財指定を受けている O









小池恒男 192 I地域農業・農村活性化の政策的条件J (r 農林業問題研究.1 10 号)
今野裕昭192 I契約講の変容過程に関する一考察J (塚本哲人編著『現代農村におけ
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190 r竹内利美著作集 1 村落社会と協同慣行』名著出版
中田実198 r地域共同管理の現在』東信堂
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